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長野　 嘉戎語の人称接辞

嘉 戎 語 の 人 称 接 辞

長 野 泰 彦＊

A Historical Study of the rGyarong Pronominal  Affixes

Yasuhiko NAGANO

      rGyarong is a Tibeto-Burman language, spoken in north-

  western  Sichuan. Province, China. The language has long 

  attracted scholarly attention, because of the striking similarity of 

  some lexical items to Tibetan orthography, and its entangled 

  morphological processes. In no previous study, however, has 

  there been any clear-cut description of the language's com-

  plexity. The verb morphology, above all, shows such a puzzling 
  structure that no earlier works on rGyarong seem to have provided 

  any convincing analyses. 

     The most complicated part of the rGyarong morphological 

  processes is  the final verb phrase, which has the following general 
 structure  : 

 (ka)  -  (P1  )  (  P4)  -ROOT-  (S  I  ) 

  where seven affixes play significant roles to specify agent, patient, 

  goal, beneficiary, aspect, direction of act, manner of act, and so 
   on. 

     This paper describes the pronominal affixes  which appear 
  in the P3 and S2 positions as a set. They specify agent, patient, 

  goal and beneficiary as well as their agreement. The manner of 
  their specification  is  : 

        P3 S2 
     VI state/process patient patient 
   VI action agent agent 
     VT without agreement agent agent 

       VT with agreement patient + agent — patient 

     After the description of these affixes, their historical origin is 
  studied through comparison with several genetically related
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languages and is discussed under the context of pronominalization 

in general. Finally, their tentative positioning among all Tibeto-

Burman pronominalized languages is proposed.

０． は じ め に

１． 記 述

２． 比 較

３． む す び

０． は じ め に

　 中 国 四川 省 に話 され るチ ベ ッ ト・ビルマ （ＴＢ）系 諸語 の ひ とつ ，嘉 戎 （ギ ャ ロ ン ：Ｗ Ｔ

ｒＧｙａ　ｒｏｒｉｇ） 語 は，　ＴＢ 祖 語 （ＰＴＢ）の再 構 や下 位 分 類 の精 密化 に不 可 欠 の媒 介 言 語

（リンク ラ ンゲ ー ジ ［西 田　 １９７８］） と して 位 置 づ け られ て い る。特 に ，複 雑 な 句構 造

とそ れ に 関わ る接 辞 の 体系 は ， ＴＢ 諸 語 全 体 の古 い層 を代 表 す る と考 え られ て お り，

この 言葉 を比 較 研 究 の有 力 な手 掛 りと して扱 お う とす る姿勢 は以 前 か ら見 られ た の で

あ るが ， 句 を構 成 す る要 素 の 分 節 が不 的 確 だ った た め， そ こふ ら導 か れ る分析 結 果 も

また 説 得力 を欠 いて いた よ うに思 われ る。

筆 者 は実 地 調 査 で得 た 嘉戎 語 卓 克 基 （チ ョク ツ ェ ー ：Ｗ Ｔ　 ＩＣｏｇ　ｒｔｓｅ） 方 言 資 料 を

用 い て そ の動 詞構 造 を分析 し， 従前 考 え られ て きた よ うな 長 い子 音結 合 を持 つ 語 幹 が

存 在 す るの で は な く，比 較 的 単純 な音 節 構 造 を 持 つ語 幹 の 前 後 に ７つ の接 辞 が 諸 々の

ル ー ル の適 用 を経 て現 れ る メカ ニ ズ ム が働 いて い る こ とを 明 らか に す るこ とが で きた

［ＮＡＧＡＮＯ　 ｌ９８３］。 その 後 多 くの コメ ン トを得 ， 特 にそ の メ カ ニズ ムの史 的位 置づ け

に 関 して再 考 した 結 果 の 内， 方 向 接辞 ，動 作 の 様 態 を指 定 す る接 辞 ， 能格 性 につ いて

逐 次発 表 して きた が ，小 稿 で は動 詞 旬 内 で の人 称 接辞 の記 述 と比 較 を 示 して お きた い。

人 称 接 辞 及 び代 名 詞化 現 象 （ｐｒｏｎｏｍ ｉｎａｌｉｚａｔｉｏｎ）は，形 態論 と統 辞 論 双 方 にま た が る

問題 で あ り， ＰＴＢ 段 階 で の ｓｙｎｔａｘ を探 る上 で も，又 ，類 型 論 的 見 地 か ら も，興 味 深

い デ ー タ を提 供 す る こ とに な る と考 え られ るか らで あ る。

　 嘉 戎 の地 理 ・歴 史 ， イ ンフ ォ ーマ ン ト，方 言 等 につ いて は ［長 野 　 １９８４ａ：１－１０］，

地 図 は ［長 野　 １９８４ａ：４，１９８４ｂ：４８６］，音 論 は ［ＮＡＧＡＮｏ　 １９８３：３２－３５］又 は ［長 野

１９８４ｂ：４９１ｆｆ．］を 参 照 され た い 。

０・１ 代 名 詞 化 （ｐｒｏｎｏｍ ｉｎａｌｉｚａｔｉｏｎ：ＰＲＮ と 略 す ）と は 一 般 に ， 動 作 者 （ａｇｅｎｔ：ａｇｔ．

と 略 す ），受 動 者 （ｐａｔｉｅｎｔ：以 下 ｐｔｔ・），受 益 者 （ｂｅｎｅｆｉｃｉａｒｙ：以 下 ｂｎｆ．）等 々 の 各 項 又
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は その 組 み合 わせ が ， 文 の述 部 に おい て ，形 態 論 的又 は統辞 論 的 ， 或 いは そ の双 方 の

手 続 によ って指 定 され る仕 組 み の総 称 で あ る。 多 くの場 合 ， ａｇｔ．や ｐｔｔ・等 が人 称 代

名詞 又 は そ の ｒｅｍｎａｎｔの形 を とって ，述 部 内 の名 詞 旬 （ＮＰ）や動 詞 句 （ＶＰ）の 中 に

組 み 込 ま れ るの で あ るが ，一 方 ，最 も広 義 の解 釈 をす れ ば， イ ンフ ォ メ ー シ ョンの新

旧 の脈 絡 にお い て，或 る語 彙 単位 が文 か ら消去 され る統 辞 手 続 も ＰＲＮ に含 ま れ る こ

と に もな り得 る。

　 この広 義 の ＰＲＮ も統 辞類 型 論 的 に は重要 な視 点 で はあ るけ れ ど も，筆 者 の主 た る

関 心 はむ しろ形 態 手 続 に向 い て い るの で， 小 稿 で 言 う ＰＲＮ と は， 狭 義 の解 釈

旬 ，特 に ＶＰ 内 に お け る・ａｇｔ．，　ｐｔｔ．等 及 び その ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ１）を反 映 す る形 態論 的手

続 一 に限定 さ れて い る こ とを註 記 して お く。

　 又 ， 嘉戎 語 に お いて は ＮＰ に も人 称接 辞 が現 れ る。 た だ この場 合 は，所 有 者 の み を

指 定 し， Ｖ Ｐ と比 べ は るか に 非生 産 的 な の で ，小 稿 の分 析 対 象 と しな い。

０．２ 嘉 戎 語 卓 克 基方 言 （ＧＣ）の 文 は単 文 又 は 複文 で あ って ，次 の一 般 的 形 式 を と る。

　 　　 ［（ＮＰ）十Ｖ Ｐｎ。ｎ．ｆｉｎａｌ］ｎ（ＰＡＲＴＩＣＬＥ）［（ＮＰ）十 ＶＰ丘ｎ。１］（ＡＵＸ ）．

　 ｎ は０，１又 は ２で あ り，ＶＰ。。ｎ－ｆｉ。。１と ＶＰｆｉｎ。】は助 辞 で結 ばれ る こ とが あ る。　ＶＰｎ。ｎ一

丘ｎａｌは通 常 ，　 ＶＰ の始 ま りを 示 す ｋａ一と語 幹 の み か ら成 り， 後 に述 べ る ＶＰ丘ｎａ１の よ

うな接 辞 体 系 を有 しな い。

　 ＶＰ丘・。１の一般 構造 は次 の よ うで あ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　 ＶＰｆ－→ （ｋａ）。（Ｐｌ）－Ｐ２－Ｐ３－（Ｐ４）一語 幹 一（Ｓ１）－Ｓ２・

　 括 孤 を付 した 部分 は オプ シ ョンで あ る。 ｋａ一は ＶＰ で あ る ことの マ ー クで ，　ＶＰ・ｆ．

にあ って は義 務 的 要素 だが ， ＶＰｆで は任 意 的 で あ る。　Ｐｌは Ｐ２ によ って指 定 され る

アス ペ ク トを一 段 遠 い ス テ ー ジへ移 す 接 辞 ， Ｐ２は完 了 ／未 完 了 の アス ペ ク トを 示 す 接

辞 で あ る。 Ｐ２ の完 了 の 接辞 は，動 作 の方 向 を表 わ す接 辞 と相 補 的分 布 を示 す （ｃ£ ［長

野 　 １９８４ａ］）。　Ｐ３ と Ｐ２ は小 稿 に詳 述 す る人 称 接辞 で ，誰 が誰 を ／に ／の た め に等 々

を指定 す る。 Ｐ４ は動 作 の 様態 を示 す 接 辞 で あ るが ， 反 覆 動 作 の よ うな様 態 その もの

を 指 す ものか ら，使 役，進 行 の よ うな 高 度 に文 法 的 な， 又 はｍ ｏｄａｌな もの まで を 包 括

１）「呼応」 （ｃｏｎｃｏｒｄ）の特殊なあ り方のひとつ。嘉戎語の文において は，主語，目的語，その他

　 の補語は適 当な統語法 によ って示 されるが， それ らは同時に ＶＰｆｉｎ。１内部に も接辞 によ り指定

　 され る。 それ ら文法的要素 と ＶＰ 内の接辞が １対 １の対応を示 す だけであれば， それは ｃｏｎ－

　 ｃｏｒｄ と言 うべきであ るが，嘉戎語 の人称接辞 は，その組み合わせ一 つま り，誰が誰／何 「に」

　 「を」「のために」「へ」等々一 を も示す ことがで きる。 ここに特 に ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ とい う術語

　 を使 うのはその意味合いにおいてである。
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す る （ｃ£ ［長 野　 １９８４ｂ］）。　Ｓｌは 単 一 の形 態 素 一ｓで あ り， 語 幹 の 派生 的接 尾 辞 と考

え られ る。 「過 程動 詞 」 に のみ 接 尾 して ，完 了 の ア ス ペ ク トを表 わ す 。

０。３　略号表 （及び主として依拠 した資料）

Adj. 
Adv. 
ADV 
agt. 
 AO 
 AUX 
 AUX: E 

 AUX: S 
 AUX: SE 

bnf. 
BO 
C 
 Cif 
Ci 
CAUS 
CH 
 CH[LF] 
 CH[LI] 
 CH[MA] 
CH[TP] 
 CH  [W] 
DIR 
DL 
G 
GA 
GC 

GH 
GK 

GM 

GN 

goa. 
GP 

GS

ａｄｊ　ｅｃ　ｔｉｖｅ （形 容 詞 ）

ａｄｖｅｒｂ （副 詞 ）

ａｄｖｅｒｂａｌｉｚｅｒ （副 詞 化 の標 識 ）

ａｇｅｎｔ （動 作 者 ）

Ａｏ 語 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ＣＬＡＲＫ　Ｉ　８９３］

ａｕｘｉｌｉａｒｙ　ｖｅｒｂ （助 動 詞 ）

ａｕｘｉｌｉａｒｙ　ｖｅｒｂ　ｏｆ　ｅｘｉｓｔｅｎｃｅ （存 在 の 助 動 詞 ）

ａｕｘｉｌｉａｒｙ　ｖｅｒｂ　ｏｆ　ｓｔａｔｅｍ ｅｎｔ （叙 述 の 助 動 詞 ）

ａｕｘｉｌｉａｒｙ　ｖｅｒｂ　ｏｆ　ｅｘｐｌａｎａｔｏｒｙ　ｓｔａｔｅｍ ｅｎｔ （説 明 的 叙 述 の 助 動 詞 ）

ｂｅｎｅｆｉｃｉａｒｙ （受 益 者 ）

Ｂｏｄｏ 言吾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ＢｕＲＬＩＮＧ　ｌ　９５９，１９６７〕

Ｃｏｎｓｏｎａｎｔ （子 音 ）

ｆｉｎａｌ　ｃｏｎｓｏｎａｎｔ （末 子 音 ）

ｉｎｉｔｉａｌ　ＣＯｎＳｏｎａｎｔ （頭 子 音 ）

ｃａｕｓａｔｌｖｅ

Ｃｈ，ｉａｎｇ　（弟 ）　語

Ｃｈ’ｉａｎｇ ［Ｌｏ　ｆｕ　ｃｈａｉ］語 　 詫 語 羅萄 塞 方 言 　 　［聞　 １９４３ｃ］

Ｃｈ’ｉａｎｇ ［Ｌｉ　ｐｉｎｇ］語 ・ 莞 語 里 坪 方 言 　 ［聞 　 １９４３ｃ］

Ｃｈ’ｉａｎｇ ［Ｍ ａ　ｗｕ］語 　 　 莞 語 麻 窩 方 言 　 ［孫 　 １９８１ａ，１９８１ｂ］

Ｃｈ’ｉａｎｇ ［Ｔ’ａｏ　Ｐ’ｉｎｇ］語 莞 語 桃 坪 方 言 　 ［孫 １９８１ａ，１９８１ｂ］

Ｃｈ’ｉａｎｇ ［Ｗ ａ　ｓｉ］語 　 　 　 莞 語 瓦 寺 方 言 　 ［聞　 １９４３ａ］

ｄｉｒｅｃｔｉｖｅ （方 向 接 辞）

ｄｕａｌ（双数 ）

ｇｌｉｄｅ （介 音）

ｒＧｙａｒｏｎｇ ［Ｇａｎ　ｌｉ］語 　 　嘉 戎 語 闇 理 方 言 ［林 １９８２］

ｒＧｙａｒｏｎｇ ［ＩＣｏｇ　ｒｔｓｅ］語 嘉 戎 語卓 克 基 方 言 ［長 野 １９７８ａ，１９７９ａ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９７９ｂ，１９８３，１９８４・ｃ］

ｒＧｙａｒｏｎｇ ［Ｋ ｈａｍ　ｔｏ］語 　 嘉 戎 語 カム ト方 言 ［Ｗ ｏＬＦＥＮＤＥＮ　 ｌ　９３６］

ｒＧｙａｒｏｎｇ［Ｔｓｈａ　ｋｈｏ＝・Ｔｓａ　ｋｕ　ｎａｏ］語 　　　　　　　　　　　　　ｔ

　　　　　　　　　　　　　　　　 嘉 戎 語 雑 古 方 言 ［金 鵬 　１９４９］

ｒＧｙａｒｏｎｇ ［Ｓｏ　ｍａｎｇ＝ Ｓｕｏ　ｍｏ］語

　　　　　　　　　　　　　　　　 嘉 戎 語 峻 磨 方 言 ［金 鵬 ｅｔ　ａｌ．１９５７，１９５８］

ｒＧｙａｒｏｎｇ ［Ｈａｎｎｉｕ］語 　 　嘉 戎 語 ハ ニ ウ方 言 ［ＲｏｓＴＨｏＲＮ　 １８９７］

ｇｏａ１　（ゴ ーノレ）

ｒＧｙａｒｏｎｇ ［Ｂｒａ　ｓｔｉこＰａ　ｔｉ】語

　　　　　　　　　　　　　　　　 嘉 戎 語 巴 地 方 言 ［ＲｏｓＴＨｏＲＮ　ｌ８９７］

ｒＧｙａｒｏｎｇ ［Ｃｈｏｓ　ｋｉａ］語 　 嘉 戎 語 緯 斯 甲方 言 ［ＥＤＧＡＲ　 ｌ９３２］
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GT 
GW 

GZ 
HON 
INF 
IPF 
IRG 

JG 
LA 
LF 
LH 
LI 
LOC 
LSI 
LU 
MK 
MK [G] 

 N 
NP 
NU 

NW 
 P 
PFT 
PG 
PL 
PLB 

PRO 
PTB 

ptt. 
RW 
 S 
SG 
SUB 
TB 
TR 

TSF 

V

ｒＧｙａｒｏｎｇ ［ｂＴｓａｎ　ｌｈａ］語 嘉 戎 語 償 拉 方 言 ［長 野 　１９７８ａ，１９７８ｂ］

ｒＧｙａｒｏｎｇ ［Ｗ ａ　ｓｉ＝ Ｗ ａｓｚｕ］語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘉 戎 語 瓦 寺 方 言 ［ＲＯＳＴＨＯＲＮ　ｌ　８９７］

ｒＧｙａｒｏｎｇ ［Ｔｚｕ　ｔａ］語 　 　嘉 戎 語 子 達 方 言 ［ＣＨＡＮＧ　 ｌ９６８］

ｈｏｎｏｒｉｆｉｃｓ（敬 語）

ｉｎｆｉｎｉｔｉｖｅ （不 定 法）

ｉｍｐｅｒｆｅｃｔ （未 完 了 態 ）

ｉｎｔｅｒｒｏｇａｔｉｖｅ （疑 問詞 ）

Ｊｉｎｇｈｐａｗ 語 ＝Ｋａｃｈｉｎ 語

Ｌａｉｚｏ　Ｃｈｉｎ 語 ＝ Ｚａｈａｏ 語 　 　 　 　 　 　 ［ＯｓＢｕＲＮＥ　 ｌ９７５］

－ ＣＨ ［ＬＦ］

Ｌａｈｕ 語 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［Ｍ ＡＴＩｓｏＦＦ　 ｌ９７３ｂ］

＝＝ＣＨ ［Ｈ ］

ｌｏｃａｔｉＶＣ （於 格 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ＧＲＩＥＲｓｏＮ（ｅｄ．） １９０９］

Ｌｕｓｈａｉ語 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ＬｏＲＲＡＩＮ　 ｌ　９４０］

Ｍ ｉｋｉｒ語 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　［Ｗ ＡＬＫＥＲ　 Ｉ９２５］

Ｍ ｉｋｉｒ語 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　［ＧＲｔｉｓｓＮＥＲ　 Ｉ　９８２］

ｎｏｕｎ （名詞 ）

ｎｏｕｎ　ｐｈｒａｓｅ （名 詞 句）

Ｎｕｎｇ語 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ＢＡＲＮＡＲＤ　Ｉ　９３４；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孫 　 １９８２」

Ｎｅｗａｒ語 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［Ｍ ＡＬＬＡ　 ｌ９８１］

ｐｒｅｆｉｘ （接 頭 辞）

ｐｅｒｆｅｃｔ （完 了 ）

Ｐｒｏｔｏ－ｒＧｙａｒｏｎｇ （ギ ヤ ロ ン祖 語 ）

ｐｌｕｒａｌ（複数 ）

Ｐｒｏｔｏ－Ｌｏｌｏ－Ｂｕｒｍｃｓｅ （ロ ロ ・ビル マ 祖 語）　 ［Ｍ ＡＴＩｓｏＦＦ　 ｌ　９７２ａ；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＨｕＲＧｏｏＤ　ｌ　９７７］

ｐｒｏｇｒｅｓｓｉｖｅ （進 行）

Ｐｒｏｔｏ－Ｔｉｂｅｔｏ－Ｂｕｒｍ ａｎ （チ ベ ッ ト ・ビル マ祖 語 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ＢＥＮＥＤＩｃＴ　 ｌ９７２］

ｐａｔｉｅｎｔ （受 動者 ）

Ｒａｗａｎｇ語 ＝ ＮＵ　　 　　　 　　　　 　　　　 　［ＢＡＲＮＡＲＤ　 １９３４］

ｓｕｆｆｉｘ （接 尾 辞 ）

ｓｉｎｇｕｌａｒ （単 数）

ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖａｌ　ｍ ａｒｋｅｒ （ニ ュー一トラル な 名詞 を指 示 す る接 頭辞 ）

Ｔｉｂｅｔｏ－Ｂｕｒｒ【ｉａｎ （チ ベ ッ ト ’ｅビル マ）

Ｔｒｕｎｇ 語 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［Ｌｏ　 １９４５；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孫 　 １９８２］

ｔｅｎｓｉｆｉｅｒ （アス ペ ク トを一 段 遠 い段 階 へ ず らす 標 識 ：ｃ£

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［長野 　 １９８４ｂ：４９２］）

ｖｏｗｅ１（母 音）
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Vb 

VP 

VPf 

 VPnf 

WT

ｖｅｒｂ （動 詞）

ｖｅｒｂ　ｐｈｒａｓｅ （動 詞 旬）

ｖｅｒｂ　ｐｈｒａｓｅ：ｆｉｎａｌ

ｖｅｒｂ　ｐｈｒａｓｅ：ｎｏｎ－ｆｉｎａｌ（ＶＰｆの 前 に立 つ ＶＰ：ｃｆ．

　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 　 ［長 野 １９８４ｂ：４９２］）

ｗ ｒｉｔｔｅｎ　Ｔｉｂｅｔａｎ （文 語 チベ ッ ト語Ｌ）　 　 　 　 ［ＪＡｓｃＨＫＥ　 １９６８］

１． 記 述

　以下に ＧＣ の Ｐ３と Ｓ２接辞を記述するが，嘉戎語の人称代名詞そのものの形式を

参考までに挙 げておく。ＰＲＮ 現象では，人称代名詞の ｒｅｍｎａｎｔが句に現れること

が多いからである。

　まず ＧＣ の体系は次のようである。

数
SG DL PL

人称

 1 

2 

3

nga

na-gyo 
no-yo (HON) 

wu-yo 
nyi-yo-nye (HON) 

 *ma

chi-gyo 

 yi-Njo (exc.)

ji-gyo

 wu-yo-ps

yi-gyo 
yi-nyo (exc.) 
*yo 

nyi-gyo 
*nyo 

wu-gyo-nye 
wu-yo-nye 
nyi-yo-nye

　＊印を付 した形式は，インフォーマントは使わないが，年寄りが用いるのを聞いた

ことがあるというものである。 これらは，例えば稜磨方言 （ＧＭ）に現行の形式 とし

て記述されているので，参考までにこれも掲げておこう。

 1

2 

3

SG 
 ngaingo

no/na 
 mo/wo

DL 
 njo/nja

 ngenji/nji

PL 
 nganyiE (exc.)/yi 

yo (inc.)/yi 
 nyo/nyi 

 maniE/nyi

［金 鵬 ｅｔ　ａｌ． １９５７：７７］

１．１　 自動詞文における人称接辞

　先ず自動詞文での Ｐ３／ｓ２接辞の形態を見るため，「到着する」と 「死ぬ」について，
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全ての人称，数及びアスペク トの組み合わせを検討 しよう。

「到着する」

未完了語幹

 1SG 

2SG 

3SG

1DL 

2DL 

3DL 

 1PL 

2PL 

3PL

 Ndu

nga 
 no-yo 
wu-yo 

chi-gyo 

ji-gyo
 wu-yo-jis 

yi-gyo 
nyi-gyo 

wu-yo-nye

 ka-ma-Ndu-ng 

 to-mo-Ndu-n 

 ka-ma-Ndu

 ko-ma-Ndu-ch 

 to-mo-Ndu-Nch 

 ko-ma-Ndu-Nch 

 ka-ma-Ndu-y 

 ta-ma-Ndu-ny 

 ka-mo-Ndu-ny

ko. 

mo  ngos? 

ko.

ko. 

mo ngos? 

ko. 

ko. 

mo  ngo? 

ko.

［語幹の前の ｍｇ一は〈自動的動作〉を示す Ｐ４接辞である。］

完了語幹

1SG 

2SG 

3SG 

1DL 

2DL 

3DL 

1 PL 

2PL 

3PL

 Pl

nga yi-pi-ng 

 yi-mo-Ndu-n 
yik-pi-n 
 yi-pi 

chi-gyo yi-pi-ch 

yi-pi-Nch 
 wu-yo-jis yik-pi-Nch 

yi-gyo yik-pi-y 
nyi-gyo yi-pi-ny 
wu-yo-nye yik-pi

ko. 

mo ngo? 

mo ngo? 

ko. 

ko. 

mo  ngos? 

ko. 

ko. 

mo  ngos? 

ko.

［ｙｉｋ一 の ｕｎｄｅｒｌｙｉｎｇ　ｆｏｒｍ は ｛ｙｉ－ｋｏ－｝．で あ る］。

「死ぬ」

未完了語幹

1SG 

2SG 

3SG 

1DL 

2DL 

3DL

sin

nga  ke-ka-syi-ng 
no-yo  ke-ta-syi-n 
wu-yo  (ka-)syi 

chi-gyo  (ka-)syi-ch 

ji-gyo ta-syi-Nch 
 wu-yo-jis  ko-syi

ko. 

mo  ngo? 

ko. 

ko. 

mo  ngo? 

ko.
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 1PL 

2PL 

3PL

yi-gyo  ka-syi-y 
nyi-gyo ke-ta-sy 

wu-yo-nye  ka-syi

1-ny

ko. 

ko. 

ko.

完了語幹

 1SG 

2SG 

3SG  

1  DL 

2DL 

3DL

 

1  PL 

2PL 

3PL

On

nga 
 na-yo 
wu-yo 

chi-gyo 

ji-gyo 
 wu-yo-jis

yi-gyo 

nyi-gyo 

wu-yo-nye

 na-syi-ng ko. 

 nyi-syi-s ko. 

nyi-syi-s ko. 

nyi-syi-ch ko. 

 nyi-syi-Nch ko. 

nak-syi-s ko. 

 nyi-syi-Nch ko. 

na-syi-y ko. 

na-syi-ny ko. 

 nak-syi ko. 

nok-syi-s ko.

<VP 
<VP 

<VP 

<VP 
<VP 

<VP

<VP 

<VP

 {na-yi-syi-s-n} 

{na-yi-syi-s} 

 {na-yi-syi-ch} 

 Ina-yi-syi-Nchl 

 {na-ka-syi-s} 

 {na-yi-syi-s-Nch}

 {na-ka-syi} 

 {no-ka-syi-s}

これ らの 資料 か ら，次 の接 辞 セ ッ トが 抽 出 さ れ る。

1SG 

1DL 

1 PL 

2SG 

2DL 

2PL 

3SG 

3DL 

3PL

P3 

 (ka-) 
 (ka-) 
 (ka-) 

 to-

ta-

ta-

(ka-) 
 ka-
ka-

S2 
-ng 
-ch 
 -y 

-n 
 -rich 
 -ny 

 -0 
 -0  (----Nch) 

 -0  (--ny)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 らいげん

　Ｓ２接辞の形態を見ると，１人称 ・２人称については，それ らが人称代名詞に来源を

持っていることが分かる。即ち；

 

1  SG 

 1DL  

1  PL 

2SG 

2DL 

2PL

-ng < 

-ch < 

 -y < 

-n < 

 -NCh < 

 -ny <

nga 

chi-gyo 

 Yo 

no 

ji-gyo 
 nyo

　 ３人 称 の Ｓ２ 接辞 は基 本 的 に のマ ー クで あ って ，－Ｎｃｈ 又 は 一ｎｙ は 後 に述 べ るよ う

に ，２ＤＬ・２ＰＬ の形 式 が ス ライ ド して きた にす ぎな い 。１・２人 称 の標 識 のあ り方 か ら

７１８



長野　 嘉戎語の人称接辞

類 推 す れ ば ， ＊－ｗ（ｕ）や ＊・ｍ が現 れ そ うな もの で は あ る。 しか し， ｗ （ｕ）は元 来 所 有

格 形 式 で あ って ，後 に 述 べ る 他 動 詞 文 にお け る ３人 称 マ ー カー と して しか 出 現 しな

い。 ＊－ｍ を 内的 に再 構 で きる可 能性 は残 って い る けれ ど も，そ れ を裏 づ け る事 実 は今

の処 な い。 この 種 の形 態 手 続 を 持 つ他 の言 語 ， 例 え ば ア メ リカ ・イ ンデ ィア ン諸 語 で

は ， ３人 称 は無 標 で あ る こ とか ら， これ は ｅｃｏｎｏｍｙ に 関す る普遍 的 傾 向 と見 傲 して

お くのが ， 現段 階 で は妥 当で あ ろ う。

　 Ｐ３ は ｋｏ一又 は ｔｇ・・に よ って 占 め られ る。括 孤 内 の ｋｇ一は オプ シ ョ ンで ， 極 め て 限

られ た語 彙 にの み 接 頭 す る が， そ れ らの語 彙 群 の 意 味領 域 を特 定 す る の は困 難 で あ る

（ａｃｔｉｏｎ　ｖｅｒｂ に主 と して 接 頭 し，　ｓｔａｔｅ／ｎｏｎ－ｐｒｏｃｅｓｓ　ｖｅｒｂ には生 起 しな い， と い う

一 応 の 区別 は立 て 得 る）。 これ ら ２つ の接 辞 の 本来 の意 味 は未 だ分 か らな い が ，ｔｏ一が

ｔｅ （それ ）と ｃｏｇｎａｔｅで あ る蓋 然 性 は高 い。 これ らの接辞 は次 節 と比 較 で更 に分 析 が

進 む筈 で ， この 時 点 で は ，ｋｇ一は非 ２人 称 ，　ｔｇ一は ２人 称 の標 識 と して お く。

１．２　 他 動 詞 文 に お け る人 称 接 辞

　 他 動 詞 文 で の人 称 接 辞 の あ り方 に は ２通 りあ る。 １つ は ， ａｇｔ．と ｐｔｔ．（又 は ｇｏａ・，

ｂｎ£） の双 方 が人 称 代 名 詞 ， 又 は人 称 代 名 詞 で表 現 し得 る形 で存 在 す る場 合 で ， この

と き は所謂 ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ が起 こ り，誰 が 誰 を／に／の た め に等 々が指 定 され る。

　 も う １つ は，ｐｔｔ．（又 は ｇｏａ．，　ｂｎ£）が 文 中 に存在 しな いか ，入 称 代 名 詞 で は表 わ さ

れ得 な い場合 で ， こ の と きの Ｐ３・Ｓ２ は ａｇｔ．だ けを 指定 す る。 従 って この ｐａｒａｄｉｇｍ

は 自動 詞 文 の そ れ とほ ぼ平 行 す る （３人 称 ａｇｔ．の場 合 ，　ｗｕ一又 は 一ｗ が 出現 す る点

だ け異 な る）。

１．２．１ ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ を起 こす 場 合 を 検 討 しよ う。 比 較 の便 宜 のた め，金 鵬 ［金鵬 ｅｔ　ａｌ．

１９５８］が 峻磨 方 言 につ いて記 述 した の と同 じ語 ｉ彙項 目 （「与 え る」 と 「叱 る」） を 用 い

る。 「与 え る」 の語 幹 は ｗｕ，「叱 る」 のそ れ は ｎａ－ｓｎｇｏで あ る。 尚 ，人 称 接 辞 の体 系 は

この 場 合 ， ア ス ペ ク トに影響 さ れな いの で ，以 下 に は未完 了 態 の 例 の み を掲 げ る。

「与える」

agt.  bail 文

2SG  1SG  no-yo nga  kow-wu-ng ko. 

         2SG 1SG  2>  1-give-ISG AUX: S

お前 は私 に （何 か を） くれ る （だ ろ う）。

2DL  1SG ji-gyo nga  kaw-wu-ng ko. 
2PL  1SG nyi-gyo nga  kaw-wu-ng ko.
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2SG 1DL  na-yo chi-gyo  kaw-wu-ch ko. 
2DL  1  DL ji-gyo chi-gyo  kaw-wu-ch ko. 
2PL 1DL nyi-gyo chi-gyo  kaw-wu-ch ko. 

2SG  1PL  na-yo yi-gyo  kaw-wu-y ko. 
2DL  1PL ji-gyo yi-gyo  kaw-wu-y ko. 
2PL  1PL nyi-gyo yi-gyo  kaw-wu-y ko. 

3SG  1  SG wu-yo nga wu-wu-ng ko. 
3DL  1SG  wu-yo-jis nga  wu-wu-ng ko. 
3PL 1SG wu-yo-nye nga wu-wu-ng ko. 

3SG 1DL wu-yo chi-gyo wu-wu-ch ko. 
3DL 1DL  wu-yo-jis chi-gyo wu-wu-ch ko. 
3PL  1DL wu-yo-nye chi-gyo wu-wu-ch ko. 

3SG  1  PL wu-yo yi-gyo wu-wu-y ko. 
3DL  1  PL  wu-yo-jis  yi-gyo wu-wu-y ko. 
3PL  1  PL wu-yo-nye yi-gyo wu-wu-y ko. 

 1  SG 2SG nga  na-yo  ta-wu-n ko. 
 1  DL 2SG chi-gyo  no  -yo  ta-wu-n ko. 
 1PL 2SG yi-gyo  na-yo  ta-wu-n ko. 

1SG 2DL nga ji-gyo  ta-wu-Nch ko. 
 1DL 2DL chi-gyo ji-gyo  ta-wu-Nch ko. 
 1PL 2DL yi-gyo ji-gyo  ta-wu-Nch ko. 

 1  SG 2PL nga nyi-gyo  ta-wu-ny ko. 
 1DL 2PL chi-gyo nyi-gyo  ta-wu-ny ko. 
 1PL 2PL yi-gyo nyi-gyo  ta-wu-ny ko. 

3SG 2SG wu-yo  na-yo  taw-wu-n ko. 
3DL 2SG  wu-yo-jis  na-yo  taw-wu-n ko. 
3PL 2SG wu-yo-nye  na-yo  taw-wu-n ko. 

3SG 2DL wu-yo ji-gyo  taw-wu-Nch ko. 
3DL 2DL  wu-yo-jis ji-gyo  taw-wu-Nch ko. 
3PL 2DL  wu-yo-nye ji-gyo  taw-wu-Nch ko. 

3SG 2PL wu-yo nyi-gyo  taw-wu-ny ko. 
3DL 2PL  wu-yo-jis nyi-gyo  taw-wu-ny ko. 
3PL 2PL wu-yo-nye nyi-gyo  taw-wu-ny ko. 

 1SG 3SG nga wu-yo wu-ng ko. 
 1SG 3DL nga  wu-yo-jis wu-ng ko. 
 1SG 3PL nga wu-yo-nye wu-ng ko. 

 1DL 3SG chi-gyo wu-yo wu-ch ko. 
 1DL 3DL chi-gyo  wu-yo-jis wu-ch ko. 
 1DL 3PL chi-gyo wu-yo-nye wu-ch ko.
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 1PL 3SG yi-gyo wu-yo wu-y ko. 
 1PL 3DL yi-gyo  wu-yo-jis wu-y ko. 
 1PL 3PL yi-gyo wu-yo-nye wu-y ko. 

2SG 3SG  na-yo  wu-yo wu-y ko. 
2SG 3DL  na-yo  wu-yo-jis wu-y ko. 
2SG 3PL  na-yo wu-yo-nye wu-y ko. 

2DL 3SG ji-gyo wu-yo to-wu-Nch ko. 
2DL 3DL ji-gyo  wu-yo-jis to-wu-Nch ko. 
2DL 3PL ji-gyo wu-yo-nye to-wu-Nch ko. 

2PL 3SG nyi-gyo wu-yo  to-wu-ny ko. 
2PL 3DL  nyi-gyo  wu-yo-jis  to-wu-ny ko. 
2PL 3PL nyi-gyo wu-yo-nye  to-wu-ny ko. 

3SG 3SG wu-yo wu-yo wu-w ko. 
3SG 3DL wu-yo  wu-yo-jis wu-w ko. 
3SG 3PL wu-yo wu-yo-nye wu-w ko. 

3DL 3SG  wu-yo-jis  wu-yo wu-wu ko. 
3DL 3DL  wu-yo-jis  wu-yo-jis wu-wu ko. 
3DL 3PL  wu-yo-jis wu-yo-nye wu-wu ko. 

3PL 3SG wu-yo-nye wu-yo wu-wu ko. 
3PL 3DL wu-yo-nye  wu-yo-jis wu-wu ko. 
3PL 3PL wu-yo-nye wu-yo-nye wu-wu ko. 

 1  SG  1  PL nga yi-gyo ka-wu-y ko.

「叱 る」

ａｇｔ・ Ｐｔｔ． 文

2SG  1SG  no-yo-ki nga  kow-na-sngo-ng ko. 

         2SG-ERG  1SG  2  >  1-scold-1  SG  AUX  : S

お前は私を叱る。

2DL 1SG ji-gyo-ki nga  kow-na-sngo-ng ko. 
2PL  1SG  nyi-gyo-ki nga  kow-na-sngo-ng ko. 

2SG  1DL  no-yo-ki chi-gyo  kaw-na-sngo-ch ko. 
2DL 1DL ji-gyo-ki chi-gyo  kow-na-sngo-ch ko. 
2PL 1DL  nyi-gyo-ki chi-gyo  kow-na-sngo-ch ko. 

2SG  1PL  no-yo-ki yi-gyo  kaw-na-sngo-y ko. 
2DL  1PL ji-gyo-ki yi-gyo  kaw-na-sngo-y ko. 
2PL  1PL nyi-gyo-ki yi-gyo  kaw-na-sngo-y ko.
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3SG  1SG wu-yo-ki nga  wu-na-sngo-ng ko. 
3DL  1SG  wu-yo-jis-ki nga wu-na-sngo-ng ko. 
3PL  1SG wu-yo-nye-ki nga wu-na-sngo-ng ko. 

3SG  1  DL wu-yo-ki chi-gyo wu-na-sngo-ch ko. 
3DL  1DL  wu-yo-jis-ki chi-gyo wu-na-sngo-ch ko. 
3PL  1DL wu-yo-nye-ki chi-gyo wu-na-sngo-ch ko. 

3SG  1  PL wu-yo-ki yi-gyo wu-na-sngo-y ko. 
3DL  1  pi,  wu-yo-jis-ki yi-gyo wu-na-sngo-y ko. 
3PL  1PL wu-yo-nye-ki yi-gyo wu-na-sngo-y ko.  

I  SG 2SG nga  na-yo ta-na-sngo-n ko. 
1DL 2SG chi-gyo-ki  na-yo  ta-na-sngo-n ko. 

 1PL 2SG yi-gyo-ki  na-yo ta-na-sngo-n ko. 

 1SG 2DL nga ji-gyo ta-na-sngo-Nch ko. 
 1DL  2DL chi-gyo-ki ji-gyo ta-na-sngo-Nch ko. 
 1PL 2DL yi-gyo-ki ji-gyo ta-na-sngo-Nch ko. 

 1SG 2PL nga nyi-gyo ta-na-sngo-ny ko.  
I  DL 2PL chi-gyo-ki nyi-gyo  ta-na-sngo-ny ko. 

 1PL 2PL yi-gyo-ki nyi-gyo ta-na-sngo-ny ko. 

3SG 2SG wu-yo-ki  na-yo  taw-na-sngo-n ko. 
3DL 2SG  wu-yo-jis-ki  na-yo  taw-na-sngo-n ko. 
3PL 2SG wu-yo-nye-ki  na-yo  taw-na-sngo-n ko. 

3SG 2DL wu-yo-ki ji-gyo  taw-na-sngo-Nch ko. 
3DL 2DL  wu-yo-jis-ki  ji-gyo  taw-na-sngo-Nch ko. 
3PL 2DL wu-yo-nye-ki  ji-gyo  taw-na-sngo-Nch ko. 

3SG 2PL wu-yo-ki nyi-gyo  taw-na-sngo-ny ko. 
3DL 2PL  wu-yo-jis-ki nyi-gyo  taw-na-sngo-ny ko. 
3PL 2PL wu-yo-nye-ki nyi-gyo  taw-na-sngo-ny ko. 

1SG 3SG nga wu-yo na-sngo-ng ko. 
 1SG 3DL nga  wu-yo-jis na-sngo-ng ko. 
 1SG 3PL nga wu-yo-nye na-sngo-ng ko. 

 1DL 3SG chi-gyo-ki  wu-yo na-sngo-ch ko. 
1DL 3DL chi-gyo-ki  wu-yo-jis na-sngo-ch ko. 
1DL 3PL chi-gyo-ki wu-yo-nye na-sngo-ch ko. 

 1PL 3SG yi-gyo-ki wu-yo na-sngo-y ko. 
 1PL 3DL yi-gyo-ki  wu-yo-jis  na-sngo-y ko. 
 1PL 3PL yi-gyo-ki wu-yo-nye na-sngo-y ko. 

2SG 3SG  na-yo-ki wu-yo  to-na-sngo-n ko. 
2SG 3DL  na-yo-ki  wu-yo-jis  ta-na-sngo-n ko. 
2SG 3PL  na-yo-ki wu-yo-nye  ta-na-sngo-n ko.
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 2DL 3SG ji-gyo-ki wu-yo  to-na-sngo-Nch ko. 
2DL 3DL ji-gyo-ki  wu-yo-jis  to-na-sngo-Nch ko. 
2DL 3PL ji-gyo-ki wu-yo-nye  to-na-sngo-Nch ko. 

2PL 3SG nyi-gyo-ki wu-yo  to-na-sngo-ny ko. 
2PL 3DL nyi-gyo-ki  wu-yo-jis to-na-sngo-ny ko. 
2PL 3PL nyi-gyo-ki wu-yo-nye  to-na-sngo-ny ko. 

3SG 3SG wu-yo-ki wu-yo na-sngo-w ko. 
3SG 3DL wu-yo-ki  wu-yo-jis na-sngo-w ko. 
3SG 3PL wu-yo-ki wu-yo-nye na-sngo-w ko. 

3DL 3SG  wu-yo-jis-ki wu-yo wu-na-sngo ko. 
3DL 3DL  wu-yo-jis-ki  wu-yo-jis wu-na-sngo ko. 
3DL 3PL  wu-yo-jis-ki wu-yo-nye wu-na-sngo ko. 

3PL 3SG wu-yo-nye-ki wu-yo wu-na-sngo ko. 
3PL 3DL wu-yo-nye-ki  wu-yo-jis wu-na-sngo ko. 
3PL 3PL wu-yo-nye-ki wu-yo-nye wu-na-sngo ko.

これらの資料から次の人称接辞のセットが帰納される。

表 １

ptt. 
goa.

 bnf.

1SG 

1DL 

 1PL 

2SG 

2DL 

2PL

agt.
 1

ka-y 

 ta-n 

 ta-Nch 

 ta-ny

2

 kaw-ng 

 kaw-ch 

 kaw-y

3

wu-ng 

wu-ch 

wu-y 

 taw-n 

 taw-Nch 

 taw-ny

表 ２

agt.
 1SG  1  DL  1  PL 2SG 2DL 2PL 3SG 3DL 3PL

ptt.

 0-ng  0-ch  0-y  to-n  to-Nch  to-ny  0-w  wu-0  wu-0

１・２・１・１ 〈表 １＞を見 る と，先 ず Ｓ２ は ｐｔｔ・，　ｂｎ£ 又 は ｇｏａ・を示 して い る こ とが 分 か

る。Ｐ３ （ハ イ フ ンの前 の部 分） は ａｇｔ．を 指 して い る よ うだ が ，　Ｓ２程 排 他 的 で な い 。

３＞１の ｗｕ は ３人 称 ａｇｔ．を指 定 す る こ とは 自 明で あ るが… … 。

７２３



国立民族学博物館研究報告　　９巻４号

　 ２入 称 ｐｔｔ．の系 列 を比 較 す る と，先 ず ３＞２　ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ は ｔｏ－ｗ…Ｓ２ と分 節 で き，

Ｐ３が ｐｔｔ．一一ａｇｔ．と い う構 造 を持 って い る こ とに気 付 く。で は １＞２　ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ の Ｐ３

ｔａ は どの よ うに分 節 で き るだ ろ うか ？　 この ｔａ は 軟 口蓋 閉 鎖 音 の前 で ［ｔｏｋＯ］で あ る

こ とか ら， ＊ｔｏ－ｋ９一と内 的 に 再 構 し得 る と考 え る。 ３＞２は ＊ｔｏ－ｗｕ＿ ｎ／Ｎｃｈ／ｎｙ，１＞２

は ＊ｔｏ－ｋｏ＿ ｎ／Ｎｃｈ／ｎｙ とい う基 底 形 式 を有 す る訳 で あ る。

　 従 って ． これ らの藩 辞 の一船 的 内 的緩 浩 は次 の よ うに仮 説 きれ よ う２）。

P3 S2

[[patient marker]  ± [agent  marker]]  —  [patient marker]

　 この仮 説 が 正 しけれ ば ，３＞１ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ も ＊の一ｗｕ＿ｎｇ／ｃｈ／ｙ と書 き換 え られ る。

　 しか し乍 ら，２＞１ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ は こ の図 式 で は説 明で きな い。 先 に述 べ た 自動 詞 文

にお け る人 称 接辞 や〈表 ２＞か ら も看 取 さ れ る通 り，ａｇｔ．で あ れ ｐｔｔ．で あれ ，２人 称 を

マ ー クす るの は ｔ９＿ ｎ／Ｎｃｈ／ｎｙ で あ る。 この セ ッ トは ２＞１　ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ の基 本 を な

して い る のだ が ，〈表 １＞で は Ｓ２ が 一ｎｇ／・・ｃｈ／。ｙ で ，何 れ も １人 称 ｐｔｔ・を指 定 す る。

そ して Ｐ３ には ｋｏｗ一が現 れ て い るの で あ る。 この ｋｇｗ一 は ＊ｋｇ－ｗｕ一と再 構 さ れ る

が，３人 称 を マ ー ク す る筈 の 一ｗｕ一が この位 置 に立 つ の は奇 妙 で あ る。 （これ につ いて

の解 釈 は次 の 節 に述 べ る。）

　 １＞１ＰＬ　ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ につ いて は， １＞２と同 様 の 分 析 が 可 能 か と思 わ れ る。 この

ｋａ一は，　ｔａ－（〈 ＊ｔｇ・ｋｇ・＃） とパ ラ レル に， ＊ｋｏ－ｋｏ一 とい う基底 形 を考 え る こ とが で き，

各 々 １人 称 ｐｔｔ．と １人 称 ａｇｔ．を示 し，　Ｓ２ の 一ｙ が ＩＰＬ　ｐｔｔ．を指 す の で あ る。

　 １＞１及 び ２＞２ ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ は 自然 の発 話 で は ほ とん ど出現 しな い。 そ うい った環

境 で は ，Ｐ４ 接辞 の ひ とつ ，　ｒｅｆｌｅｘｉｖｅ　ｍａｒｋｅｒ３）が用 い られ ，　ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ そ の もの が

抑 止 され るのが 普 通 だ か らで あ る。

１．２。１．２ 次 に今 迄 の記 述 で 明 らか にな った人 称 接 辞 の音形 式 を考 え て み た い。 先 ず ，

Ｓ２ の位 置 に現 れ る形 式 は， 自動 詞 文 ・他 動 詞 文 の 如何 を 問 わず ， 常 に独 立 の人 称 代

名詞 の ｒｅｍｎａｎｔで あ って ， この 意 味 に お いて ，　Ｓ２ に観 察 され る現 象 は高 度 に ＰＲＯ－

ＮＯＭＩＮＡＬで あ る と言 え る。

　 で は Ｐ３接 辞 は ど うか ？　 この位 置 に立 つ形 態 が 人 称 接辞 と して の機能 を 有 す るこ

とは疑 いな いの だが ， そ の （特 に ωπ の） 生 起 の仕 方 は一 貫性 を欠 き，又 ，人 称 代 名

２）金鵬 ［１９５８：９４］も〈表 １＞〈表 ２＞に似たパ ラダ イムを示 しているが，彼は語幹に接頭す る部

分 を 「主語」を表わす ものとしている。 しか し，筆者 の分析では， Ｐ３を ｐｔｔ・＋ａｇｔ・と考える

方 が正 しいと思われるので，金鵬 の分析は採 らない。

３） この接辞は拙稿 ［長野　１９８４ｂ：５０６］に詳 しい。

７２４
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詞 を思 わ しめ る音 形 式 は １つ もな い。 これ らの形 態 は果 して 人 称 に 関す る情報 を 担 う

もの で あ るの か ？ 又 ， 「人 称 」 の範 疇 内 で 考 え るの が妥 当 で あ るの か杏 か ？ 共 時 的

レベ ル で の Ｐ３ 接 辞 の本 来 の姿 を ， 上 に述 べ た よ うな 観 点 か ら再 考 して み よ う。

　 この 問題 を 解 く手 掛 りを 他 の文 法範 疇 に求 め る とす れ ば ， ｔｏ と ＷＵ と い う音 形 式

を 指 示 詞 の 中 に見 出 す こ とが で き る。 ＧＣ で は，　ｗｕ－ｔｏ が 「それ ・あ れ」，　ｓｙ－ｔｏ が

「これ 」 を 意味 す る。 この ２語 は物 理 的距 離 に よ って 区 別 され るので はな く， 話 者 の

対 象 に対 す る心 理 的 距 離一 そ の対 象 を ｓｐｅｅｃｈ　ｃｉｒｃｌｅ の 内 に認 あ るか外 に認 め るか

一 に よ って 区別 され て お り， ｓｙ－ｔｏ が近 称 ，　ｗｕ－ｔｏ が遠 称 と言 い換 え て もよ い。　ｓｙ，

ｗｕ，　ｔｏ とい う ３種 の 形態 が得 られ た 訳 だ が ， この 内 ｔｇ は独 立 に用 い られ る と ｔｅ の

形 を と り，相 手 の手 に あ る物 を 指 し示 す。

　 従 って，この指 示 詞 間 の関 係 が 仮 に 「人 称 」 の 範 疇 に投 影 さ れ得 る とす れ ば ，ｔｇ は

２人 称 ， ｓｙ・ｔｏ は １人 称 ，　ｗｕ－ｔｏ は非 １人 称 と い う分 布 に な ろ う。 この 分布 は ま さ に

Ｐ３接 辞 に おけ るそれ と平 行 して い る。音形 式 ｓｙ は Ｐ３の 位 置 に現 れ な いか ら暫 く措

くと して ，Ｐ３ に立 つ ｔｇ と ｗｕ の ２形 態 素 は元 来 指 示 詞 で あ った の が ，後 に機 能 を拡

張 して ， ＶＰ 内 の特 定 の場 所 で人 称 を も指定 す るよ うに な っ た と考 え て大 過 な か ろ う。

これ らの ｐｅｒｓｏｎ－ｍａｒｋｉｎｇ の 分 布 状況 は次 の よ うで あ る。

 to wu  

1  —  — 

2  +  + 

3 — +

　 しか し乍 ら， この ２つ のパ ラメ ータ ーだ け で は ３つ の 人 称 を 区別 す る こ とは で きな

い。Ｐ３要 素 が指 示 詞 に来 源 を 有 す るので あ れ ば ，も う １つ の 変 数項 と して ｓｙ が 出 現

す る筈 で あ るが， 実 際 には ｓｙ で はな く，ｋｏ が生 起 して い る。 で は一 体 ， この ｋｏ は

何 か ？

　 嘉 戎 語 には ＶＰ を マ ー クす る ｋａ－／ｋｇ一が あ る が，これ が 問題 の ｋｇ一と歴 史 的 ・記 述

的 に同 一 の形 態 とす る には無 理 が あ る ので ， 今 の 処 ，ｋｇ一は １人 称 マ ー ガ ー と仮 に考

えて お く他 は な い。 これ が 本来 代 名詞 なの か ど うか も分 か らな い 。

　 この仮 の 考 え は ， 内的 ・共 通 的 に は これ 以 上論 証 の仕 様 が な いが ，嘉 戎 語 と系 統 的

に 関 わ りを 持 つ他 の言 語 　 　 この 場合 ，特 に東 ヒマ ラヤ諸 語 一 が 傍 証 を提 供 して く

れ る。 東 ヒマ ラヤ諸語 は一 般 に １人 称 代 名詞 と して ＃ｋａ の形 式 を 持 って い る４）（＃は

ｓｙｌｌａｂｌｅ　ｂｏｕｎｄａｒｙ で はな く，Ｂａｕｍ ａｎ［１９７５］ によ る仮 の再 構 形 式）。 嘉戎 の側 で は

４）＃ｇａｐ　ａ，＃ｋａｎａ，＃ｇｙａｐ　ａ，＃ｋｙａｎａも他形式と して 挙げ られて いる。　ｃｆ・［ＢＡｕＭＡＮ　 １９７５：１２３－

　 １５０１。

７２５
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１人 称 代 名詞 は ｎｇａ （＜ ＰＴＢ ＊ｏａ）のみ で あ る が ， ヒマ ラヤ諸 語 等 にあ って は軟 口蓋

鼻音 で はな く軟 口蓋 閉 鎖 音 を語 頭 に持 つ 形態 が １人 称 ＋２人 称 （おそ ら く これ は近 称

と言 い換 え るべ きで あ る） を マ ー ク し，歴 史 的 に ＊ｏａ とは別 系 統 と考 え られ て い る。

従 って この段 階 で の 最 も合 理 的 な 解 釈 は ，嘉 戎 語 は， この 言語 に とって ｎｇａ と ｋｏ の

何 れ が 本来 的で あ るか は別 に して ，１人 称 マ ー ク と して その 双方 を保 持 して お り，ｎｇａ

の 方 が人 称 を示 す もの と して， よ り生 産 的 で あ るの に対 し，ｋｏ は Ｖ Ｐ 内 の ｐｅｒｓｏｎ－

ｍ ａｒｋｉｎｇ の枠 組 で の み そ の機 能 を 有 す る， と考 え る こ とで はな いだ ろ うか 。

１．２．１．３ 以 上 の事 実 を も とに，＜表 １＞に示 した人 称 接 辞 の 祖 型 を次 の よ う に再 構 す る。

表 ３

 agt  . ｐｔｔ．等
再 構 形 式

P3

2SG 

2DL 

2PL 

 1SG 

 1  DL 

 1  PL 

2SG 

2DL 

2PL 

1 PL

 *ta-ka 

 *ta-ka 

 *ta-ka 

 *ka-wu 

 *ka-wu 

 *ka-wu 

 *ta-wu 

 *ta-wu 

 *ta-wu 

 *ka-ka

S2

 1 
 1 
 1 

2/3 
2/3 
2/3 

 (*2/)3 
 (*27)  3 

 (*2/)  3 

 1

n 

 Nch 

 ny 

ng 

ch 

 Y 

 n 

 Nch 

 ny 

 Y

　 〈表 １＞の 音 形式 は〈表 ３＞の該 当す る部 分 か ら単純 に 引 き出 され るけれ ど も， ２／３＞ １

ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ につ いて は註 記 を要 す る。 上 に述 べ た指 示 詞 の体 系 等 を根 拠 に ，筆 者 は，

嘉 戎 語 には も とも と １人 称 と非 １人 称 の対 立 しか な か った と考 え て い る （後 者 の標 識

が ｗｕ）。 従 って，よ り古 い段 階 で は ，２＞１ と ３＞１の ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ は 同一 の形 式 で表

わ さ れて いた の で あ り， そ れ が，３人 称 ａｇｔ．が 特 にマ ー ク され る体 系 に移 行 した 後 に，

＊ｋｏ－ｗｕ＿ ＿ ｎｇ／ｃｈ／ｙ と ＊の一ｗｕ… ＿ ｎｇ／ｃｈ／ｙ に分 岐 した ， と解 釈 した い。 一方 ， ２入

称 ｐｔｔ・の系 列 で は， ３＞２　ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ は祖 形 の ま ま の体 系 を 現 在 も保 って い る。 な

ぜ な らば，２＞２　ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ は 極 め て人 工 的 で 不 自然 な発 話 を 強要 しな い限 り，決 し

て生 起 せ ず ， 従 って ３＞２ と２＞２は ｓｐｌｉｔを お こす 必 然性 が なか った か らで あ る。

１．２．　１．４ 〈表 ２＞ に 示 さ れ て い る の は ３人 称 ｐｔｔ・の ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ で あ る が ，こ の 場 合
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は単 純 で ，３人 称 ｐｔｔ．は完 全 に無標 で あ る。

１．２．２ ｐｔｔ．，　ｇｏａ１ 又 は ｂｎ£ が 文 中 に人 称 代 名 詞 で示 さ れな いか ，示 され 得 な い場 合

の接 辞 体 系 は次 の通 りで あ る。

表 ４

agt. P3 P2

1SG 

1DL 

 1  PL 

2SG 

2DL 

2PL 

3SG 

3DL 

3PL

 0- 

0- 

0- 

to-

to-

to-

0- 

wu-

wu-

-ng 
-ch 
 -y 

-w(u) 
 -Nch 
 -ny 

-w 
-0 
-0

　 これ らの 接辞 要 素 （３人 称 ａｇｔ・を 除 く） は ３人 称 ｐｔｔ、の そ れ （〈表 ２＞） に一 致 し

て い る。２ＳＧ　ａｇｔ．に お け る Ｓ２ 接辞 の み が そ の例外 で あ るが，これ につ いて は比 較 で

述 べ る所 が あ る。

２． 比 較

　前章で明らかになったＧＣの人称接辞体系とその構成要素が，　ＴＢ全体の ＰＲＮ 現

象の中でどのような位置を占めるのかを本章で探ることにしたい。ＴＢ一般の ＰＲＮ

については，既に Ｂａｕｍａｎ［１９７５］の包括的な研究があり，これによって或る程度の

展望を得ることができる。しかし乍 ら，形態認定の誤りや原資料の問題から，嘉戎語

に関する部分は不充分な比較になっていると思われる。我々は前章の記述をもとに，

よりｓｐｅｃｉｆｉｃな面から之を見直 してみようと思う。

　ＶＰ内の Ｐ３の位置に現れる接辞の他に，今は語幹の一部 としてふるまい，生産的

に機能 しないけれども，歴史的分析によってかつては人称接辞であったと認められる

接頭辞がある。我々はこれを ｉｎｎｅｒ　ｐｒｅｆｉｘ （語幹内接頭辞） と呼んでおり，これらは

Ｐ３接辞よりも古い層を反映 していると考え られるのであるが， これについては別稿

を準備 しており，小文には扱わない。
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２．１ 他 言語 との比 較 を 行 な う前 に， 記 述 で 明 らか に な った嘉 戎 語 卓 克 基方 言 の人 称

接 辞 体 系 の特 徴 を ， 史 的観 点 か らま とめ て お く。

　先 ず第 １に注 意 す べ き こと は，ＧＣ の人 称 接 辞 は ２層 か ら成 る とい う点 で あ る。　Ｐ３

と Ｓ２ が セ ッ トと して常 に共 起 す る の は 事 実 だ が ， 歴史 的 に見 て ，　Ｐ３ が本 来 指 示 詞

に来 源 を 持 ち，Ｓ２ は人 称代 名詞 起 源 で あ る点 で ，明 確 な分 布 を 示 して い る。 そ して，

Ｓ２ 接辞 は ＰＴＢ か らの 直 接 の ｒｅｆｌｅｘ で あ る独 立 の人 称 代 名 詞 か ら導 き出 され る形 式

で あ って ，高 度 に ＰＲＯＮＯＭＩＮＡＬ な性 格 を有 し， 同時 に常 に後 置 され る。

　 留 意 す べ き第 ２点 は， １・２人 称 ＤＬ・ＰＬ の Ｓ２接 辞 は ，人 称 よ りはむ しろ数 を指 定

す る のが 基 本 にな って い る こ とで あ る。 －Ｎｃｈ（２ＤＬ） と 一ｎｙ（２ＰＬ） はそ れ ぞ れ ， －ｃｈ

（ＩＤＬ） と 一ｙ（１ＰＬ）に ２人 称標 識 で あ る 一ｎ一を加 え る こ とに よ っ て生 成 され る こ とを

想起 され た い。 ３人 称 は通 常無 標 で あ るが ，ＶＰ が ｃＡｕｓＡＴＩｖＥ　ＦｏＲＭＡＴＩｏＮ の場 合 に

限 り， －ｗ が Ｓ２ に現 れ る。 この 一ｗ は非 １入 称 を示 す指 示 詞 ｗｕ に由来 し， 〈表 ４＞

の ２ＳＧ に も生 起 す る。

　 ３番 目は人 称 接辞 の 内的 構 造 で あ る。記 述 か ら次 の図 式 が 導 か れ る。

          P3 S2 

VI 1) state/process  ptt.   ptt. 
   1) action agt.   agt. 

VT 2) agt.   agt. 
  3) ptt.+agt.   ptt.

　 この内 的構 造 図 を 次 の よ うに解 釈 す る。

① 　基 本 的 な 接辞 体 系 に は，ａｇｔ・－ａｇｔ・と ｐｔｔ、－ｐｔｔ．の ２種 が あ る。

② 　Ｐ３ と Ｓ２ は 同一 の ｆｅａｔｕｒｅ を有 す る （ｉ．ｅ．，　ｐｔｔ．－ａｇｔ．の よ うな組 み 合 わせ は な い）。

③ 類 型 ３） を根 拠 に， 内 的構 造 の 基 本 は ｐｔｔ．－ｐｔｔ．と考 え る。

④ 動作 の 自動 詞 の 場合 は ｐｔｔ．は存 在 しな い の で あ るか ら， マ ー キ ン グは ａｇｔ．に置

　 き換 え られ る。 類 型２） の場 合 も同様 。

⑤ ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ は基 本 パ タ ン に ａｇｔ・標 識 を （Ｐ３の 位 置 に） かぶ せ る こ とに よ って

　 指 定 され る。

⑥ 　 Ｓ２ が常 に人 称 代 名詞 に来源 を持 つ接 辞 によ って 占 め られ る こ と と，類 型 ３） にお

　 け る挿 入手 続 とか ら，Ｓ２ の方 が人 称接 辞 の よ り古 い層 を代 表 す る と考 え る。

　 これ らの ま とめを 基礎 に ，Ｋａｃｈｉｎ語 ，　Ｒａｗａｎｇ語 ，　Ｋｉｒａｎｔｉ語 ，　Ｈａｙｕ 語 等 々に

お け る形 態手 続 との 比 較 を試 み る こ と に しよ う。

２．　２　自動詞文における人称接辞
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２．２．１　 １人 称 単数 の接 辞

　 嘉 戎語 は ｌＳＧ 接 辞 と して ，　ｋｏ－（Ｐ３） と 一ｎｇ （Ｓ２）の ２種 の接 辞 を 持 って い る。 こ

の内 ｋ９一はオ プ シ ョ ンで， 通 常 ，　ａｃｔｉｏｎ　ｖｅｒｂ と共 起 す る。－ｎｇ は そ の機 能 に拘 らず ，

常 に義務 的 で あ る。

　 ＰＲＮ 現 象 を持 つ 多 くの ＴＢ 言 語 は，軟 口蓋 閉 鎖 音 又 は軟 口蓋 鼻音 を初 頭 音 とす る

接 辞 を有 す る。 例 え ば， Ｃｈｅｐａｎｇ語 ，　Ｂａｈｉｎｇ語 ，　Ｈａｙｕ 語 （ＨＹ），　Ｔｉｄｄｉｍ　Ｃｈｉｎ

語 （ＴＩ），　Ｒａｗａｎｇ 語 （Ｒｗ ），　Ｋａｃｈｉｎ （＝Ｊｉｎｇｈｐａｗ）語 （ＪＧ） は接 尾 辞 一ｎｇ（ｖ） を

持 ち，Ｋｈａｍ 語 で は ｎｇａ一が接 頭 され る。 軟 口蓋 閉 鎖 音 を初 頭 に有 す る例 と して は ，

Ｂｕｎａｎ 語 一ｋｉ，　Ｍ ａｎｃｈａｔｉ語 一ｇｕ，　Ｋａｎａｕｒｉ語 一δｇｅ （この ３例 は何 れ も ［ＢＡｕＭＡＮ

ｌ９７５：１９７］か ら引用 ），Ｌｕｓｈａｉ語 ｋａ一等 が挙 げ られ る。　ｖｅｌａｒ　ｓｔｏＰ と ｖｅｌａｒ　ｎａｓａｌの

何 れ が ｌＳＧ に と って本 来 的で あ った の か は にわ か に 決定 で き な い が，　Ｂｕｎａｎ 語 ，

Ｍ ａｎｃｈａｔｉ語 ，　Ｋ ａｎａｕｒｉ語 にお い て は，そ の独 立 の ｌＳＧ 人 称 名 詞 は全 て ｖｅｌａｒ　ｎａｓａｌ

を そ の初 頭 音 に持 って い る こと か ら，＊－ｎｇ（Ｖ）を よ り古 い 段 階 で の ＩＳＧ 接 辞 と見 な

す の が 自然 であ ろ う。 ＧＣ　－ｋｏ の出現 が動 詞 の意 味 によ って左 右 され る事 実 は こ の仮

説 を支 持 す る もの で あ る。

２．２．２　 双 数 マ ー カ ー

　 ＧＣ の １人 称 ・２人 称 の双数 は 一ｃｈ と 一Ｎｃｈ によ って マ ー ク され ， この 一ｃｈ は人 称

で は な く双 数 を 指 定 す る。 ２ＤＬ －Ｎｃｈ．の 一Ｎ一 は ２人 称 代 名 詞 の ｒｅｍｎａｎｔで あ る。

Ｂａｕｍ ａｎ が既 に指 摘 した よ うに， 「双 数 と複 数 につ いて は ，　ｓｕＢＪＥｃＴ　ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ は

一 般 に数 につ い てで あ り
，人 称 に関 してで は な い」［ＢＡｕＭＡＮ　 ｌ９７５：１９４］。 彼 はそ の

証 左 と して ，嘉 戎語 ，ＲＷ ，　Ｂａｈｉｎｇ語 の例 を挙 げ て い る。　Ｂａｈｉｎｇ語 と ＲＷ で は １ＤＬ・

２ＤＬ は 一ｓｙｉ又 は 一ｓｉによ って マ ー ク され る し，　ＨＹ も ＩＤＬ（ｉｎｃ．）－ｔｓｈｉｋ 及 び ２ＤＬ

・ｔｓｈｉｋ の接 辞 形 式 を 持 って い て
，人 称 を示 す要 素 は な い。 しか し ＧＣ の場 合 は 一Ｎ一が

２人 称 を マ ー クす る の だか ら，数 の標 識 が基 本 で あ る こ とは 確 か乍 ら，Ｂａｕｍａｎ の 陳

述 は若 干修 正 を要 す る。

２．２．３ 複 数 マ ー カ ー

　 ＧＣ の １／２ＰＬ は 一ｙ と 。ｎｙ によ って示 され る。 上 の双 数 の場 合 と同様 ， べ 一 ス は

・ｙ とい う複 数 標 識 で あ り， ２ＰＬ の とき はそ れ に ２人 称 を 指 定 す る 一ｎ一が 被 さ るの で

あ る。 双 数標 識 の場 合 ， 比 接 し得 る音 形 式 を 持 つ言 語 はか な り限 られ て いた が ，複 数

マ ー カ ー の場合 は これ とは逆 に， ＴＢ 内 の ほ とん ど全 て の ＰＲＮ 言 語 が 複数 を マ ー ク
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す る接 尾 辞 一ｉ又 は 一ｙを 持 って い る。Ｋ ｈａｍ 語 だ け は例 外 で ， 接頭 辞 ｇｅ・が 出現 す る。

　通 常 ，数 の標 識 は １・２人 称 に関 して の み生 起 す るが，Ｈ ａｙｕ語 （ＨＹ）で は ３人 称 に

も現 れ る。

 

1  PL (inc.) -ke <  *ka-i-y 
2PL  -nc <  *na-i-y 
3PL -me <  *ma-i-y

[MICHAILOVSKY 1982:  1  1  0] （長野の再構形）

２．　２．　４　 ２人 称 の接 辞 形 式

２．２．４．１ １．１に示 した 表及 びく表 １～ ４＞か ら分 か る通 り，ＧＣ の ２入 称 マ ー キ ン グの

基 本 は ｔｏ＿ ｎ で あ る。　ｔｏ・は遠 称 の 指 示 詞 ＃ｔｅ に ， －１１は ２人 称 代 名 詞 ｎｏ に ， 各 々

来 源 を求 あ る ことが で き，Ｐ３ に は指 示 詞起 源 の接 辞 が，　Ｓ２ に は人 称 代 名詞 起 源 の そ

れ が 立 つ とい う統 辞論 的 分布 関係 は ＧＣ の人 称 接 辞全 て につ いて あて は ま る。

　 ＤＬ 及 び ＰＬ マ ー カ ー も ２人 称 に あ って は 同時 に指 定 され るメ カ ニ ズ ムが 働 い て い

る。Ｂａｕｍａｎ は ＶＩ　ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ に関 して ，次 の よ うな祖 型 を設 定 した 。

  SG DL PL 

1st  *-nga  *-syi  *-i 

2nd  *-na  *-syi  *-i

[BAUMAN  1975: 195]

　 この チ ャー トは ，人 称 標 識 が 明示 され るの は単 数 だ け で， 双 数 ・複数 で は数 のみ が

指定 され る との仮 説 の上 で 導 き出 され て い る。ＧＣ につ い て は こ の仮 説 が妥 当 で な い

こ とは２，２．２に述 べ た が ， Ｂａｕｍ ａｎ 自身 の挙 げ て い る他 言 語 の例 に よ って も， それ が

誤 りで あ る こ とが分 か る。 例 え ば ，Ｃｈｅｐａｎｇ語 は次 の接 辞 パ タ ンを持 って い る。

 1SG -ng  <  -ng-0 
 1DL  (inc.  ) -tayhca  <  -tayh-ca 
 1DL  (exc.) -ngca  < -ng-ca 
 1PL  (inc.) -tayhi  <  -tayh-i 
 1PL  (exc.) -ngi  < -ng-i 

2SG -te  <  -te-0 
2DL -te-  -ja 
2PL -te- -y 

 [BADMAN  1975: 195]

　Ｃｈｅｐａｎｇ語においても，人称標識 と数の標識は共起するのである。 これらの事実

か ら筆者は，ＰＲＮ 言語は次に掲げるセットの中か ら，当該言語の統辞構造によって，
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義務 的 な人 称 ・数 マ ー カ ー を選 択 して い る と考 え た い。

人称標識 数の標識

1st  *-ng(V) SG  *-0 
2nd  *-n(V) DL  *-sy(V) 

                PL  *-y

２．２．４．２ 次 に論 ず べ き は ｔｇ につ いて で あ る。 この 形態 素 は，　Ｂａｕｍａｎ が極 め て広 範

な 比較 を行 な って 明 らか に した よ う に，人 称 代 名詞 で な い来 源 を持 つ が ， 今 で は ２人

称 の範 疇 を 指 定 す る重要 な役 割 を 担 って い る。 尤 も ＴＢ 内 の全 て の ＰＲＮ 言語 が ＃ｔｅ

に由来 す る形 を 接 辞 と して有 す る訳 で はな い。

嘉 戎 語 に比 較 され る体 系 を持 つ 言語 と して は， ＲＷ ，　ＴＩ，　Ｌｉｍｂｕ 語 ，　Ｃｈｅｐａｎｇ 語

等 が あ るが ， と りわ け ＲＷ は ＧＣ の シス テ ム に最 も近 い。例 え ば，

2SG na E di E. You go. 
2DL na ni E di shi E. You two go. 
2PL na  ning E di  ning E.  You(PL) go. 

                          [BARNARD  1934: 19-20]

文末のＥは助動詞で，人称接辞 とは関係がない。ＲＷ と ＧＣ の体系を比べ ると次

のようである。

 RW(=NU[B]  ) GC 
2SG  E...0  ta...n-0 
2DL  E...shi  ta...N-ch 
2PL  E...ning  ta...n-y

ＲＷ は既 に接 頭辞 か ら ｄｅｎｔａｌ　ｓｔｏＰ を欠 い て い る けれ ど も， この Ｅ一は も と は ＊ｄＥ一

で あ った。 それ は Ｅ一が 指示 詞 ｅ（ｒ） と同 源 語 で あ り，ｄＥｎｉ （今 日） の よ うな複 合 語

には ｅｒで はな く， ｄＥ一が 出現 す る こ とか ら演 繹 す る こ とが で きる。　ＲＷ は ， ２人 称

を Ｅ－（＜＃ｔｅ）， 数 を人 称 とは無 関係 の 接尾 辞 が 指 定 す る 体 系 で あ り， 一 方 ＧＣ は，

ｔｇ＿ ｎ とい う接辞 セ ッ トが ２人 称 を示 し，一の，。ｃｈ，－ｙ が数 を 決定 す る と い う構ｉ造 に な

って い る。 音 形 式 の 若 干 の差 は あ る もの の ， 両 方 と も，＃ｔｅに来 源 を もつ 接頭 辞 と数

を 表 わ す接 尾 辞 と い う構 造 を有 す る点 で は平 行 して い る。

Ｂａｕｍａｎ の 引 く Ｃｈｅｐａｎｇ語 は ＲＷ と同一 の形 態 を 持 って い るが ， ＃ｔｅ　ｆｏｒｍ が

接 尾辞 （２ＳＧ）又 は 接 中 辞 （２ＤＬ・２ＰＬ） と し て 現 れ る点 が 異 な る （ｃ£ ［ＢＡｕＭＡＮ

ｌ９７５：１９３］）。 これ に加 え，　Ｃｈｅｐａｎｇ語 は 一ｔｃを独 立 の人 称 代 名詞 の一 部 と して も持

って い る。即 ち，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ７３１
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人称代名詞　　　　　　　　　　人称接辞

2SG na: ngte -te 
2DL ningjite -te-  -ja 
2PL ningte -te- -y 

 [BADMAN 1975: 193]

　 この Ｃｈｅｐａｎｇ 語 ｔｃ に 関 し，　Ｂａｕｍａｎ は ，　Ｃａｕｇｈｌｅｙ ＆ Ｃａｕｇｈｌｅｙ［１９７０］が ｔｅ

を ２人 称 の代 名詞 と した こ とを批 判 し，次 の 例文 を掲 げて い る ［ＢＡｕＭＡＮ　 ｌ９７５：２０４

－２０５　ｆｆ．］ （訳 と表 記 は原 文 の ま ま）
。

Chepang  nga  :ko ?a :y :ri-  2a :mh-te je  ?-ca-u. 
 ISG-poss. grain-te eat-will-3SG 

          You will eat my grain. 

Chepang  ?ow-te na :ng da  :yh-ya  :  ... 
         3SG-te 2SG say-IRG 

          If that is what you say, 

　 ｔｅを ２人 称 代 名詞 と 形 態 認 定 した の は Ｃａｕｇｈｌｅｙ ＆ Ｃａｕｇｈｌｅｙ の誤 りで ， そ の点

で は Ｂａｕｍ ａｎ の 言 う こ とは正 しい。 た だ ， この 例 文 に お け る ｔｅ は Ｂａｕｍａｎ の予 想

を越 え る別 の 文法 機 能 を もつ もので あ り， この ｔｅは人 称 接 辞 とは （歴史 的 関係 は あ

るが） 共 時 的 に は無 関係 で あ る。 これ の機 能 は ｄｅｆｉｎｉｔｅ　Ｎ Ｐ を マ ー クす る もの で， チ

ベ ッ ト語 ｄｅと形式 も機 能 も同 一 で あ る。　ＧＣ に も これ と同一 の機 能 を有 す る ｔｏ が あ

り， 歴 史 的 に は ＃ｔｅ に来 源 を もつ と 考 え られ る ので ， お そ ら く Ｃｈｅｐａｎｇ 語 の ｔｅ も

「それ ・あ れ」 を示 す 指 示 詞 だ った の が ， 軽 声 化 して 単 な る ＮＰ　ｂｏｕｌｌｄａｒｙ　ｍ ａｒｋｅｒ

と な った と推 察 され る。

Ｃｈｅｐａｎｇ 語 ，　ＲＷ 及 び ＧＣ に平行 す る形 態手 続 を もつ が，要 素 の 音形 式 が異 な る

の が Ｌ，ｉｍｂｕ 語 で あ る。

人称代名詞　　　　　　人称接辞

2SG khenee  kh...0 
2DL khencii  kh...cii 
2PL khenii  kh...nii 

 [BADMAN 1975: 193]

ｋｈ一の来 源 を 辿 るの は困 難 だ が ，　ｋｈ一は ＧＣ や ＲＷ の ｔｏ／（ｄ）Ｅ に規 則 的 に 対応 す

る こ とか ら，＃ｔｅ　ｆｏｒｍ は何 らか の統 辞 ル ー ル の変 化 に伴 って ｋｈ－（元 来 １人 称 を指 示

す る機 能 が あ る） に置 き換 え られ た と考 え ざ るを得 な い 。

ＪＧ と ＴＩ は ＃ｔｅ　ｆ（）ｒｍ を接 尾 辞 と して 持 って い る。
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 JG TI 
2SG -nd  -_tE? 
2PL (-myitd)  -=u2_tE? 

 [BADMAN 1975: 193] [HENDERSON 1965: 109]

ＪＧ は 一ｎ（＜ ＊ｎｏ）と 一ｄ（＜ ＃ｔｅ）の組 み 合 わ せ で あ る の に対 し，　ＴＩで は ＃ｔｅ　ｆ｛）ｒｍ の

み が観 察 され る。

２．２．４．３　 以 上論 じて き た こ とか ら， ２人 称 接 辞 の形 式 を 史 的 に次 の よ うに解 釈 す る。

① ２人 称 接 辞 の 古層 は ＊。ｎ（Ｖ）で あ った ，

② 　数 の標 識 （ＳＧ ＊一の，　ＤＬ ＊－ｓｙ（Ｖ），　ＰＬ ＊－ｙ）は ＊－ｎ（Ｖ）と共 起 し得 る要 素 で あ った ，

③ 　＃ｔｅ要 素 は元 来 指 示 詞 で あ った が ， 漸 次 機 能 を 拡 張 して人 称 を も指 定 す るよ うに

　 な り，言 語 の 構造 に よ って は，＊－ｎ（Ｖ）に とって代 わ った。

　 この① ② ⑧ を 全 て経 た言 語 が 例 え ば， Ｃｈｅｐａｎｇ語 ，　ＲＷ ，　Ｌｉｍｂｕ語 で あ り， 嘉 戎

語 は⑧ の段 階 にあ って ， しか も形 態 の あ り方 につ い て保 守 的 であ る と言 え よ う。

２．２．　５　 ３人 称 の 接辞 形 式

２．２．　５．１ ＶＩにお け る ３人 称 は基本 的 に無 標 で あ り， 数 に拘 らず Ｓ２ の位 置 に は何 も

立 た な い。 ３人 称 が マ ー ク され な いの はむ しろ普 遍 的現 象 と言 え る。

　 幾 つ か の ＴＢ 諸 語 は ３人 称 標 識 を 接 辞 と して 持 って お り， 例 え ば ＨＹ，　ＪＧ 及 び

Ｌｉｍｂｕ 語 は次 のパ タ ンを呈 す る。

   Hayu Limbu  AtVie  WACta 
3SG  -0  -0 —  — 
3DL -tshik -cii — + 
3PL -me mee- + + 

     Jinghpaw 
3SG  -0 —  — 
3PL -ma +  — 

      [HY=MicHAILovsKY 1982: 110;  JG=BAUMAN 1975: 279]

　 こ こで 注 目 され るの は ， ３言語 と も ３ＰＬ に 一ｍＶ の 形 を 持 って い る こ とで あ る。

この形 式 は ＰＴＢ 段 階 での ３人 称 の要 素 ＊Ｍｏ の直 ｉ接 の ｒｃｆｌｅｘ で あ り，　ＧＭ 　ｍｏ と比

較 し得 る も ので あ る。 なぜ ＰＬ に のみ 一ｍＶ が現 れ るの か は よ く分 か らな い が ，仮 に

次 の よ う に考 え て お こ う。

① ＰＴＢ 段 階 で は ＊ｍｇ は人 称 代 名詞 で あ り，又 ， ３人 称 接 辞 で もあ った ，

② 　 後 者 の 役 割 は ｅｃｏｎｏｍ ｙ の原 則 によ り漸次 消 失 した ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ７３３
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③　しかし，幾つかの言葉では ３ＰＬ という有標の位置にのみ接辞 として保存された。

２．２．５．２　 ＧＣ　ｋｏ一 は大 変 厄 介 な問 題 で あ る。 この 接 頭辞 は主 と して ３ＤＬ・３ＰＬ に現

れ ， 自動 詞 文 １人 称 の Ｐ３ の位 置 に立 つ接 辞 と同 じ形 態 で あ る。 この 同 形式 で あ る こ

とが 先 ず第 １の 問題 で あ る。 これ に 関す るひ とつ の解 釈 は ， この形 が チベ ッ ト語 群 に

保 た れ て い る ３人 称 の 要素 ｋ一と関 係 が あ る とす るこ とで あ る。 この 考 え方 は あ る い

は正 しい か も知 れな い。しか し乍 ら，嘉戎 語 全 体 の 人称 接辞 の構 造 と形 態 は ＃Ｎｕｎｇｉｓｈ

（＝ ［Ｍ ＡＴＩｓｏＦＦ　 １９８０ｂ：５５］の命 名法 に よ る）， 東 ヒマ ラヤ 諸 語 及 び チ ン諸 語 に直 結

す る可 能性 を示 唆 して お り， この 問題 の形 態 に関 して だ けチ ベ ッ ト語 群 の形 を比 較 の

対 象 とす るの に は無 理 が あ ろ う。

　 第 ２の解 釈 は，ア ッサ ム諸 語 に お いて １人 称 と ３人 称 の人 称 接 辞 が 部分 的 に ｍｅｒｇｅ

して い る （［ＢＡｕＭＡＮ　 ｌ　９７５：１６２－１６４］）こ とか ら，嘉 戎 に お け る ３人 称 のマ ー クが ｋｏ一

に よ って後 か ら ｐａｔｃｈさ れ た とす る考 え で あ る。　ＧＣ 以 外 の嘉 戎 語 統 辞 的 資料 が豊 富

で な いた め ， こ の解 釈 は依 然 と して 推 測 の域 を 出な い 。 しか し，ＧＣ 全 体 の 形態 手 続

と ， それ が 上 に述 べ た言語 群 の そ れ と平行 す る事 実 とか ら，第 ２の推 論 の 方 が第 １の

それ よ り説 得 力 を もつ と思 わ れ る。

　 こ のよ うな ‘ｐａｔｃｈｉｎｇ’は現 に嘉戎 語 にみ られ る過程 で あ る。 １．１に掲 げ た パ ラダ イ

ムを 見 る と， 括 孤 内 に 一Ｎｃｈ （３ＤＬ） と 一ｎｙ （３ＰＬ）が あ る。 この ２つ の接 尾 辞 は本 来

２ＤＬ と ２ＰＬ の標 識 で あ るが ， 今 や ３人 称 の のス ロ ッ トに もそ の ｓｔａｔｕｓを 得 よ う と

して い るの で あ る。 それ らは ２入 称 要 素 一ｎ一を含 ん で はい るが ， そ こ で はそ れ らは単

に数 のマ ー ク と して 機 能 して い る ので あ る。尤 も，この 接辞 の ３ＤＬ と ３ＰＬ の Ｐ３の

位 置で の生 起 の仕 方 は同 じイ ン フォ ーマ ン トに つ いて も不 安 定 で あ り，この ｐａｔｃｈｉｎｇ

が 固定 して ゆ く ものか 否 か は ま だ分 か らな い 。

２．３ 他 動 詞 文 に お け る人 称 接 辞 （１）

　 所 謂 ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ を起 こさ な い場 合 は，〈表 ４＞に示 す接 辞 体 系 を と る。 まず これ に

つ い て検 討 しよ う。

　 １人 称 接 辞 は ほ とん ど 自動 詞 文 で の そ れ に一 致 す る。異 な る の は， 自動 詞 文 で は動

作 動 詞 （⇔状 態 ・非 過程 動 詞 ）に ｋｇ一が接 頭 す るの に対 し，この 場 合 は Ｐ３は常 に ゼ ロで

あ る点 で あ る。動 詞 の 意 味 によ って この よ うな 区別 が あ る例 は，Ｈｏｄｇｓｏｎ （Ｂａｕｍａｎ

［１９７５：３０２］ に引 用）の記 す ＨＹ に見 られ， そ こで は動作 の 自動 詞 が 接 辞 に よ り特 に
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マ ー ク さ れ る。 た だ ， そ の接 辞 の 形態 は ＧＣ と直 接 比接 で きな い。

　 ２人 称 接 辞 も 自動 詞 文 の そ れ に一 致 す るが ， ２ＳＧ の Ｓ２要 素 が 一ｗ（ｕ）で あ る点 が

自動 詞文 の場 合 と異 な る。１．２．１２に触 れ た通 り，ｗｕ は 非 １人 称 を示 す 指示 詞 に来 源

を 持 つ人 称 接 辞 要 素 で ， ２ＤＬ・２ＰＬ に も出現 して よ い筈 だ が ，実 際 に は現 れ な い。 こ

の 理 由 は未 詳 で あ る。

　 これ に 関 して注 意 して お くべ き は， 命 令法 が このパ タ ンを と る点 で あ る。命 令 法 に

つ いて は一応 次 の よ う に考 え て お き た い。

① 命 令 の 発 話 に お いて は ｐｔｔ．が想 定 され るの が普 通 だ か ら，接 辞 構 造 はｐｔｔ．　ＡＧＲＥＥ－

　 ＭＥＮＴ を と る，

② ｗｕ が ２ＳＧ（Ｓ２）に お いて の み観 察 され るの は専 ら頻 度 の 問 題 と思 わ れ る ，

③ 上 記 ２項 は １人 称 ｐｔｔ．の動 作 の他 動 詞 につ い て は適 用 され な い。

　 カチ ン語 （ＪＧ）も ｗｕ に関 して似 たパ タ ンを有 す る 。

agt. causative imperative 

2SG -n -u 

2PL -myit -mu 
3SG -u -u 

3PL -mu -mu  [BAUMAN  1975:279]

　 ＧＣ と違 い，　ＪＧ で は 一（ｗ）ｕ が 命 令法 に 規 則 的 に現 れ る５》。 左 欄 に 参 考 ま で に

ｃＡｕ Ｓ の場 合 を 挙 げ て お いた が， これ を 見 る と ＪＧ 　－ｕ は ３ｃＡｕ ｓ　ａｇｔ・標 識 と して

も採用 さ れて お り，これ は ＧＣ とパ ラ レル で あ る。　ＪＧ の 非 １人 称 命 令 接 辞 は ａｇｔ・

標 識 と して動 いて い る訳 で ， こ の 解 釈 が 正 しけ れ ば ，ＪＧ と ＧＣ は ｗｕ とい う形 式

を共 有 して い る （形 と して は ｃｏｇｎａｔｅで あ る） が ， そ の体 系 と機 能 に は大 きな 隔 りが

あ る こと にな る。

Ｗ ｏｌｆｅｎｄｅｎ は この事 実 に気付 き，

"the usual 2nd person wu of this series seems to have originated from the 

3rd person by confusion" [WOLFENDEN 1929: 91].

と述 べ て い るが ，ｃｏｎｆＵｓｉｏｎ と言 って しま って は言語 事 象 の説 明 に な らな い 。

　 ３人 称 をマ ー クす る の は ｗｕ で あ り， 数 の標 識 を示 す もの は共 起 しな い。 基 本 的 に

ＧＣ の ３人 称 は のマ ー クで あ るが，　ＶＩで は ｋｏ一が ，　ＶＴ で は ｗｕ・が Ｐ３ に立 ち 得

る。ｋｏ の来 源 につ い て は ，２．２．１と ２．２．５２に詳 述 して あ る。

５） ラフ （Ｌａｈｕ）語 も命令法接辞 （ｆｉｎａｌ：ｕｎｒｅｓｔｒｉｃｔｅｄ＝［ＭＡＴＩｓｏＦＦ　 １９７３ｂ］）と して ６？を持 っ

　 ている。
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　前章で我々は ｗｕを指示詞に来源を有する接辞としたが，独立の人称代名詞にこの

形をもつ言語もある。例えば，ＨＹ と Ｃｈｅｐａｎｇ語は次のような形式を持つ。

    Chepang HY 
3SG 7o wathi 
3DL  Zonis wathi nakpu 
3PL  2olam wathi khata 

 [BADMAN 1975: 274,  301]

　 何 れ の言 語 に お いて も，ｗｕ は 自 動 詞 文 の 接 辞 と して は現 れ な いが ， 他 動 詞 文 の

ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ を 指 定 渉 る接 辞 と して 出現 す る。　Ｌｉｍｂｕ語 ［ＢＡｕＭＡＮ　 １９７５：２８６］ は

複合 人 称 代 名詞 の 中 に ＷＵ を 持 って お り，子 音 の 後 で 一ＵＵ一の形 式 を と る。

3SG khuunee 

3DL khuucii 

3PL khuuncii

　この他，ＪＧ もｗｕを未来，未来完了，過去，希求法に持っている。　ｗｕは子音の

後で 一ｕになる。

　　　　　　　　 未来／未来完了　　 過去　　　　　希求法

3SG -ru  -nu  -lu 

3PL -maru  -maru -malu

　 この よ う に， ｗｕ は ３人 称 に 関わ る接辞 と して， 他 言語 で は比 較 的 分布 が広 い。 上

に挙 げ た ＪＧ も接辞 ｗｕ に 対応 す る指 示 詞 （遠 称 ）ｗａ を持 って お り，　ＧＣ と この点

で も平 行 性 を示 す が ， Ｂａｕｍａｎ は ｗｕ（＜ ＃ｕ）を ｉｎｃ．標 識 鉾ｉの 対 立 項 と考 え て い る

よ うだ ［ＢＡｕＭＡＮ　 １９７５：１３５］。　ｉｎｃ．／ｅｘｃ．の対 立 が 近 称／遠 称 に 敷 街 され る可 能 性 は

大 き い が， ど ち らの対 立 が先 で あ った か は未 だ確 証 が な い。

２．４　他 動 詞 に お け る人 称 接辞 （２）

　 次 に ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ を起 こす 場 合 を検 討 しよ う。　ＧＣ にお け る接 辞 の 現行 形 式 は 〈表

１＞＜表 ２＞に， そ の祖 型 は 〈表 ３＞に示 した 。

　 Ｂａｕｍａｎ は他 動詞 文 で の ＡＧＲＥＥＭＥＮＴの ｐｒｏｔｏ－ｔｙｐｅを次 の よ うに設 定 した （単 数

の み）。

subject

1st 

2nd 
3rd

1st

 -nga  

-  -nga

 object 
2nd 3rd

na -nga 

            -na 

-na -u 

 [BADMAN 1975: 247]
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　基 本 的 なパ タ ンと して この図 表 は首 肯 し得 る。 ＧＣ の Ｓ２ の体 系 も こ こか ら直 接 導

き出す ことが で き る （ＤＬ・ＰＬ は数 の標 識 を こ こ に被 せ れ ば よ い）。 従 って 次 に 我 々 が

チ ェ ックす べ きは，指 示 詞 か ら くる接 辞 が ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ を示 す ＧＣ の Ｐ３　ｉ接辞 に比接

し得 る体 系 を持 つ 言語 は何 か ， とい う こ とで あ ろ う。嘉 戎 と全 く同 じメ カ ニズ ムを 持

った言 語 は今 の 処 見 つ か って いな いの で ， ａｇｔ．と ｐｔｔ．の扱 わ れ方 が 嘉 戎 に類 似 性 を

持 つ言 語 に まで 枠 を拡 げ る他 はな い。

Ｂａｒｎａｒｄ は ＲＷ の ＡＧＲＥＥＭＥＮＴを 次 の よ うに記 述 して い る ［ＢＡＲＮＡＲＤ　 １９３４：２６］。

1>2 

1>3 

2>1 

2>3 
3>1 

3>2 

3>3

0 ng 

0  ng  u 

E  ng  a 

E U 

E ng 

E 0 

0 U

　 こ こか ら読 み とれ るの は次 の ３点 で あ る。

① 　 １人 称 接 辞 は そ の統 辞 上 の機 能 に拘 らず ， 常 に 一ｎｇ で あ る，

② 　 非 １人 称 ａｇｔ．は接 頭辞 Ｅ・で 示 され る，

②’ ３＞３　ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ に 限 り，　Ｅ一は， ２＞３ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ との 混 同 を避 け るた め出現

　 　 しな い，

③ ３人 称 ｐｔｔ・は 一ｕ，２人 称 ｐｔｔ．は 一② で指 定 され る。

大 筋 と して は，ＲＷ の構 造 は次 の よ うに書 き表 わ され る。

1st agent

その他

 0•••ng-ptt.

 agt.•••ptt.

　 生 起 す る場 所 は異 な るけ れ ど も， ａｇｔ．と ｐｔｔ．の統 辞 的 扱 いは ＧＣ とパ ラ レル で あ

る。 １＞２ ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ は 上 の一般 構 造 図 に合 わ な いが ， 筆 者 は ２ｐｔｔ．マ ー カ ー （＃ｔｅ

又 は ＊－ｎ） が基 底 形 と して は存 在 す る と考 え て い る。

　 １．２．１１に分析 した通 り， ＧＣ の 人 称 接辞 は ［［ｐｔｔ．］十 ［ａｇｔ．］］一 ［ｐｔｔ．］ と い う一 般 構

造 を有 す る。 これ に よ れ ば，ｐｔｔ．標 識 が ２度一 一１度 は接 頭 辞 と して ， も う １回 は 接

尾 辞 と して一 繰 り返 され る。 これ に対 し， ＲＷ で は ｐｔｔ．は接 尾辞 と して 指 定 され

るの みで あ る。 この ＲＷ の体 系 が ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ と して 必 要 か つ十 分 で あ って ，　 ＧＣ

の体 系 は ｒｅｄｕｎｄａｎｔと言 わ ざ るを得 な い。　ＲＷ と の比 較 を通 じて，　ＧＣ も ＲＷ と

同 じ体 系 を かつ て は 持 って いて ， Ｐ３で の ｐｔｔ．マ ー クは 二次 的発 展 で あ った蓋 然 性 が

高 ま った と思 わ れ るの で あ る。 接尾 辞 （Ｓ２）で の ｐｔｔ．マ ー クが よ り保守 的 で あ る事 実
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は ，上 の 観察 を 強 く支 持 す る もの で あ る。

　Ｌｉｍｂｕ語 は次 の １・２人 称 ｏＢＪＥｃＴ　ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ を示 す 。

2>1 kh- -ng 
3>1 0- -aa 

 1>2 0-  -nee 
3>2 kh- -0 

 [BADMAN  1975  :  245'

２＞１ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ のみ ＧＣ や ＲＷ と比較 で き る シス テ ムで ，他 は か な り隔 りが あ

る。 しか し，－ａａ や 一ｎｅｅは よ り精 密 に分 節 され得 る筈 で ， そ の ｕｎｄｅｒｌｙｉｎｇ　ｆ（）ｒｍ が

分 か れ ば ，ＧＣ と比 接 され る形式 が発 見 で き るか も知 れ な い。

３． む す び

　上記の記述と比較により，ＧＣ の人称接辞の体系 と歴史的な意義についての輪郭が

示されたと思う。

　ＴＢ諸語の中で古い文献資料のあるチベット語やビルマ語には，　ＧＣ その他に見 ら

れるような形での ＰＲＮ 現象はない。それを根拠にこのような ＰＲＮ は後の発展で

あるとする学者もいる。しかし乍 ら，小文で は扱 わなかった ｉｎｎｅｒ　ｐｒｅｆｉｘのレベル

では，少な くともチベ ット文語には，人称接辞の機能を持つと考えられる形態がある

ので，筆者は ＰＲＮ 現象は ＴＢにとって本来 的な形態手続であって，チベット語や

ビルマ語は早い時期にこれを失ない，別の形態統辞的手続 （例えば格助詞の発展）へ

移行 していったと考えたい。

　多くの ＴＢ諸語は何 らかの形で ＰＲＮ 手続を持っているが，その内 ＧＣ と直接比

ｉ接し得る保守的なシステムはＲＷ とＣｈｅｐａｎｇ語 に見出される。この ２言語はＰＲＮ

手続 として必要かつ十分な形態を有するが，同時に ＧＣ よりは発達 した格助詞体系を

持 っている。比較をする ｔａｘｏｎｏｍｙの問題として，何れが ＰＴＢに近いのかは，　ＲＷ

と Ｃｈｅｐａｎｇ語のテキス ト資料が豊富になった段階で，再検討する必要があろう。

　 もう１つ考慮 すべきは能格性 の問題 である。嘉戎語 の能格については小文 ［長野

１９８４ｃ］に詳 しく記述 し，能格標識の生起の仕方に焦点 をあてて比較を試みた。その

比較においては，従って，ＥＲＧ マーク，動詞の意味，並びに ｔｏｐｉｃマークの相関関

係が形態論の視点から検討されたのである。一方，能格現象は統辞論的メカニズムで

もあり，特にその ｓｐｌｉｔのあり様を決定するのは，上に述べた動詞の意味と，文にお
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い て ｐｔｔ・が如 何 な る方 法 で 有 標 にな るか ， とい う ２つ の フ ァクタ ー で あ る。 後 者 は

ま さ に小 稿 に論 じた ＰＲＮ で あ って， そ の見 地 か ら能格 を検 討 す る こ と も我 々 に と っ

て大 きな 課 題 で あ る。
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